
○平成２３年度調査研究について 

 

 

研究テーマ 住民と行政との実践的な協働のまちづくり 

期間 平成２３年６月１０日～平成２４年１月２０日（計１２回） 

修了者 ６人（川崎市、茅ヶ崎市、座間市、南足柄市（２）、センター職員） 

アドバイザー 産業能率大学情報マネジメント学部 教授 斉藤 進氏 

研究の概要  研究員には事前課題として、「課題と研究したいテーマ」を提出

してもらい、それを起点とし、協働によるまちづくりが進まない要

因を検討していった。 

その中から、「プロセスの透明性」「市民参加から市民協働へ」「市

民参加から行政参加へ」「地域自治への取組」を研究する主要テー

マとし、先進都市の事例を視察しながら課題解決のカギを調査して

いった。 

 研究報告書では、「協働の取組」を「住民自治」への過渡期であ

ると結論づけ、そこに至るまでに必要な住民及び行政の意識改革、

また、「組織づくり」「人材育成」「将来展望」について提言を行っ

た。 
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